
１８日「にこにこフェスタ」を予定通りに実施しました。６年生のリーダーシップのもと、ブロ

ック種目、上下学年全員リレー、各組の応援に子どもたちのがんばる姿、たくさんの保護者の皆さ

んからの応援もありました。当日に至るまでのプロセスの中で、子どもたちの学びがあり、児童会

スローガン「全力チャレンジ！！にこにこ笑顔の宮野浦」を掲げ、満足感、充実感、なによりも行

事を楽しむことができました。今年も来校した皆さんから応援賞 QR 投票で２００票ほど協力いた

だきありがとうございました。 

「にこにこフェスタ」をつくっていく上で大切にしたのは、子どもたち自身がつくりあげること、

教師はどんなサポートができるか考えることです。教師が前面に立って盛り上げ、行事が成功して

も何も次につながらない行事になる可能性もあります。私たちがねらっているのは、子どもたちの

心の成長・他者意識・思いやり・自己肯定感の高まりです。この成長は、「にこにこフェスタ」の

過程でも見ることができました。 

①自らが困り悩んでいる課題を、仲間と共に考え、実践や失敗をしながら、よりよい解を求めて

いく。 

②自分たちの学校や生活を自分で考え、判断し、行動しながらつくり出していく。 

③教師と子ども、子ども同士も対話のできる対等な関係をつくる。 

この３つを大切して子どもたちが育つ環境をつくるよう努力していきます。 

                     校 長   
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